「満洲事件費」はどのように使われたか(4) by 平井 廣一
























































































歩兵第5連隊 青森 第2大隊 第5〜第8中隊 機関銃隊
歩兵第31連隊 弘前 第2大隊 第5〜第8中隊 機関銃隊
歩兵第17連隊 秋田 第3大隊 第9〜第12中隊 機関銃隊






















通信隊1 飛行中隊1 患者輸送部班1 第3師団 騎兵旅団1
飛行2中隊 第9師団 師団1　留守部隊1 第3師団 輸送監視隊4 12.6
11.11
第12師団
戦車中隊1 第5師団 兵站自動車中隊1 第6師団
第8師団 混成旅団（第4旅団）1 戦車隊（留守隊）1 第6師団 水上輸卒隊3 33.5.8
近衛師団 関東軍飛行隊本部 混成旅団1 第8師団 兵站司令部1 第3師団 補充馬廠
11.16 攻城重砲兵中隊1 4.2 9.7
第3師団 飛行中隊1 第1師団 兵站自動車中隊1 朝鮮軍 間島派遣部隊 第1師団 歩兵中隊2




12.17 参謀本部 軍司令部1 鉄道連隊1 第12師団 山砲兵中隊1
近衛師団
野戦重砲兵中隊1 近衛師団 無線電信隊本部1 同補充隊1 34.1.20
輸送監視隊1
第1師団
鳩小隊1 第8師団 師団1 第7師団
鉄道中隊1 軍兵器廠1 第10師団 師団1（混成第8旅団）
第1師団
野戦自動車隊1 軍倉庫1 6.25
輸送監視隊1 第3師団 飛行中隊1 第1師団 歩兵1大隊
患者輸送部班1 第5師団 工兵中隊1 6.26
第5師団 臨時派遣隊1 第12師団 攻城重砲兵中隊1
第4師団
歩兵1大隊
第10師団 混成旅団1 第14師団 野砲兵大隊1 工兵1小隊
第12師団
戦車隊1 関東軍 攻城重砲兵隊 第7師団 歩兵1大隊























































































































月 戦闘名 参加兵力 抗日兵力 摘要
1 3月〜6月 反吉林軍討伐 7,000 20,000 日本軍と協力
2 5月〜6月 第1次東辺道粛清 4,000 20,000
3 4月〜7月 馬占山討伐 5,000 16,000
4 5月 李海青討伐戦 6,000 10,000 日本軍と協力
5 6月 馮占海討伐戦 1,600 15,000
6 7月 李海青残匪討伐 1,500 2,000
7 6月〜7月 第1次馮占海討伐戦 7,000 15,000 日本軍と協力
8 8月 蒙匪討伐 2,500 2,000
9 8月 殿臣匪来襲 700 3,500
10 9月 第2次馮占海討伐 7,000 10,000 日本軍と協力
11 9月〜12月 蘇炳文討伐 4,500 20,000
12 10月 第2次東辺道討伐 8,000 20,000 日本軍と協力
13 10月 李海青匪討伐 3,500 3,000
14 11月〜12月 吉奉龍地区討伐 5,000 5,000































































俸給 127,906 （29.6） 177,800 （33.7）
需品費 31,148 （7.2） 33,252 （6.3）
郵便電信費 3,500 （0.8） 1,730 （0.3）
糧秣費 141,031 （32.6） 183,663 （34.8）
被服費 1,576 （0.4） 2,043 （0.4）
兵器費 8,168 （1.9） 9,430 （1.8）
馬匹費 984 （0.2） 1,800 （0.3）
演習費 2,609 （0.6） 2,881 （0.5）
患者費 300 （0.1） 500 （0.1）
運輸費 31,625 （7.3） 38,973 （7.4）
築造費 20,000 （4.6） 10,000 （1.9）
旅費 4,200 （1.0） 2,000 （0.4）
傭給 30,534 （7.1） 24,417 （4.6）
諸手当 2,075 （0.5） 1,850 （0.4）
接待費 ‐ ‐ ‐ ‐
雑費 26,554 （6.1） 36,690 （7.0）




日付 出動部隊 協力部隊 場所 戦闘の概要 日本側の損害 抗日軍の損害
4月3日 第31連隊第2大隊 騎兵第10連隊の一部 青堆子北東16km 喬家屯 約1000の抗日軍と交戦，撃退 負傷1 死者約50〜60
4月6日 上同 青堆子北西16km 元宝房 約700〜800と交戦，撃退 損害多大の見込
4月9日 上同 騎兵第10連隊の1中隊 青堆子北西20 km 八家子付近 数100と交戦，多大の損害を与える 死者約180・捕虜160
4月11日 上同 騎兵第10連隊の1中隊 青堆子南西8 km 娘々 付近 40〜50と交戦，撃退 死者15

































































































































































































































































































































































































































































































歩兵第25連隊 札幌 第2大隊 第5〜第7中隊 機関銃隊
歩兵第26連隊 旭川 第2大隊 第5〜第7中隊 機関銃隊
歩兵第27連隊 旭川 第1大隊 第1〜第3中隊 機関銃隊
歩兵第28連隊 旭川 第2大隊 第5〜第7中隊 機関銃隊
騎兵第7連隊 旭川 第2中隊





















































































































































































































































33年2・3月 同追加分 4・5月 同追加分
俸給 …
需品費 39,560 （10.8） … 85,000 （8.9）
郵便電信費 1,210 （0.3） … 1,660 （0.2）
糧秣費 216,189 （59.1） 88,018 352,086 （37.0） 239,987
被服費 … 2,044 （0.2）
兵器費 … 4,350 （0.5）
馬匹費 2,102 （0.6） 20,250 31,511 （3.3）
演習費 5,000 （1.4） … …
患者費 300 （0.1） … 500 （0.1）
運輸費 39,535 （10.8） … … 563,640
築造費 … …
旅費 4,750 （1.3） … 2,700 （0.3）
傭給 36,620 （10.0） 21,938 67,580 （7.1） 39,818
諸手当 … …
接待費 … 1,850 （0.2）
雑費 20,350 （5.6） 23,891 40,729 （4.3） 32,970
計 365,616 （100.0） 405,752 950,672 （100.0） 876,415























































歩兵第11旅団 歩兵第13連隊 熊本 第1・第3大隊 第1〜第3中隊　第9〜第11中隊 機関銃隊
歩兵第47連隊 大分 第2・第3大隊 第5〜第7中隊　第9〜第11中隊 機関銃隊
歩兵第36旅団 歩兵第23連隊 都城 第1・第2大隊 第1〜第3中隊　第5〜第7中隊 機関銃隊
歩兵第45連隊 鹿児島 第2・第3大隊 第5〜第7中隊　第9〜第11中隊 機関銃隊
騎兵第6連隊 熊本 第1中隊






俸給 − − −
需品費 32,500 （8.9） 34,548 97,300 （5.3）
郵便電信費 1,800 （0.5） 800 2,260 （0.1）
糧秣費 138,450 （38.1） 340,860 568,400 （31.1）
被服費 3,000 （0.8） 7,200 12,400 （0.7）
兵器費 3,000 （0.8） 21,000 26,500 （1.4）
馬匹費 2,000 （0.6） 39,300 65,080 （3.6）
演習費 5,500 （1.5） 3,000 4,000 （0.2）
患者費 2,100 （0.6） 3,500 5,400 （0.3）
運輸費 52,800 （14.5） 307,600 699,130 （38.2）
築造費 15,000 （4.1） 45,000 109,200 （6.0）
旅費 5,000 （1.4） 6,500 6,500 （0.4）
傭給 33,000 （9.1） 48,000 80,000 （4.4）
接待費 − − −
雑費 29,100 （8.0） 90,000 153,250 （8.4）
計 363,250 （100.0） 945,308 1,829,420 （100.0）
出所：32年2月・3月=C04011549900，6月〜8月・8月ま
で計=C04011638900
（ １）　「 第8師 団　 状 況 報 告　 昭 和9年2月27日 」
（C14030074500）。
　なお，当時の陸軍は，満洲に派遣する内地師
団を従来の2年交代の駐箚師団制から常駐師団
制に変更しようとしていた。すなわち満洲事
─ 13 ─
「満洲事件費」はどのように使われたか（４）
変勃発の約2か月前の1931年7月1日の元帥軍事
参事官会議において，参謀総長の金谷範三は，
満鉄沿線の権益擁護と駐箚師団の輸送費節約，
教育訓練上の不便を解消するために常駐師団
制を提議し，実施時期と方法については陸軍
三長官に一任することとした。その際，常駐
の候補に上ったのが第8師団と第9師団という
（『神戸新聞』1931年7月2日）。実際は，第9師
団が32年2月の上海事変に派遣されて多大の犠
牲者を出し，遅れて第8師団が第10師団（姫路）
とともに4月に満洲に派遣されることになる。
（２）　「在満陸軍各部隊調　昭和6年拾月調　大蔵
省主計局」（A08072188800）
（３）　「前混成第4旅団長　鈴木美通　上奏」1933
年9月2日付（C04011733000）
（４）　拙稿「満洲事件費はどのように使われたか」（1）
〜（3），『北星論集』52巻3号，54巻1号，55巻1号。
（５）　第1師団「満洲事件費使用ノ件」（C04011109000）
（６）　第1師団「満洲事件費使用方ノ件」（C04011131600）
（７）　第1師団「満洲事件費使用方ノ件」（C04011139600）
（８）　第1師団「満洲事件費使用方ノ件」（C04011179300）
（９）　第1師団「満洲事件費使用方ノ件」（C04011187800）
（10）　以下，32年4・5月分の事件費の内訳は，「満洲
事件費使用方ノ件　第8師団」（C04011308100，
C04011256000）
（11）　以下，6・7月分の内訳は，「満洲事件費使用
方ノ件　第8師団」（C04011349200）
（12）　「満洲事件費使用方ノ件　関東軍」（C04011282200，
C04011313500）
（13）　以下，熱河作戦の概要は，「混成第14旅団作
命綴（甲）　昭和8年1月12日〜5月25日」所収
の「熱河経略計画」（C14030164700）による。
（14）　「関東軍野戦自動車隊行動詳報　巻2（其1）　
昭和8・2・23〜8・3・7」第1章　作戦行動の概
要（C14030413700）
（15）　以下，32年4月20日から翌33年3月28日の豊寧占
領までの戦闘経過は，「昭和7.4.20〜8.3.28　第8師
団熱河経路経過概要　第8師団」（C14030123800）
による。
　　関東軍は，熱河作戦について，「当時満洲
国擾乱の重要なる根源の一は北支学良政府に
あったのであります故に一挙其根源を覆すこ
とは満洲国治安工作の為最も捷径であること
は多言を要せないのであります…。熱河の地
はご承知通り北半部は荒漠たる砂漠，南半部
は突兀巍峨なる山地共に交通極めて不便，一
条の鉄道もなく我が作戦軍は十数万の敵の
抵抗を排除しつつ其目的地に到着するには
七八十里乃至，百数十里の道なき道を踏破せ
ねばならんのであります。（中略）而も其後
方からは之等作戦軍に必要なる弾薬糧秣を送
らねばなりません。後方部隊の異常なる努力
にも拘らず第一線部隊の補給は不足勝で師団
長初〔始〕め僅かに戦地において集め得たる
高粱や粟の飯に飢を凌がなければならなかっ
たのは勿論弾薬の欠乏を訴へたことも婁々で
あったのであります」と語り，作戦における
軍需物資補給の困難性を強調している（『昭和
八年に於ける関東軍の行動に就ひて』　昭和9
年1月17日）。したがって，満洲事件費におい
ては，運輸費が他の経費と比較しても決して
無視できない比率となる。
（16）　「昭和8年自4月1日至4月30日　第8師団熱河作戦
経過ノ概要（第5号）」の「第一　第6師団ノ冷口
攻撃及其以南地区ノ作戦ニ協力」（C1301011500）
（17）　同上資料の「第二　南天門付近戦闘経過の概
要」（C13010111500）
（18）　「関東軍憲兵隊及関東軍飛行隊将校同相当官高
等文官職員表（昭和8年5月1日調）」（C13070941800）
（19）　「昭和8年自5月10日至5月13日　新開嶺付近
戦闘経過ノ概要」（C13070111600）
（20）　「昭和8年自5月14日至5月20日　石匣鎮付近
ヨリ密雲付近ニ向フ追撃戦戦闘経過ノ概要」
（C13010111700）
（21）　「昭和8年自5月21日至5月23日　懐柔付近敵陣
地攻撃ニ関スル戦闘経過ノ概要」（C13010111800）
（22）　「昭和8年5月2日〜5月23日　第8師団河北作
戦戦闘詳報」（C14030146600）
（23）　以上，停戦協定から警備地域の分担までの
記述は，「昭和8年5月2日〜5月23日　第8師団
河北作戦戦闘詳報　第8師団」第3　作戦経過
（C14030147900）
（24）　「満洲派遣部隊編成ノ件報告」（A03023589700）
（25）　「復帰完了の件」（C01002937500）
（26）　「満洲派遣第6師団朝鮮内鉄道輸送竝兵站業
務実施概要提出ノ件報告」（C01002845300）
（27）　以下，第6師団の各衛戍地出発から戦病死者
数までの記述は，第6師団長　坂本政右衛門の
「上奏」（作成は1933年10月，陸軍大臣への報
告は11月3日　C04011721700）による。
（28）　「満洲事件費使用方ノ件」（第6師団）（C04011 
549900）
（29）　上同，（C04011638900）

